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1．2003年度研究活動概要
　本大型研究プロジェクトは、Global　e－SCM（Global　e－Supply　Chain　Management）のマネジメ
ント・コンセプトを提唱し、その理論構築と情報システムの開発を行なうものである。5年の研
究期間の2年目に当たる2003年度は、2002年度の調査とシステム設計を基に、理論構築の基盤
となる概念・モデルの提示と、TOCに基づく基準生産計画（MPS）自動作成システム（MAster
Production　Schedule　system　based　on　Theory　Of　Constraints；以下「MAPS－TOC」）の開発を主
眼に研究活動を展開してきた。
　2003年度の主たる活動を整理すると、以下のようになる。
2．2002年度の調査に基づくGlobal　e－SCMの理論構築
　2002年8月に本プロジェクトが実施した「Global　SCMに関する実態調査」のデータを、今年
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度詳細に分析し、日本の「エレクトロニクス」と「輸送機械・同部品」業界のGlobal　SCMに対
する取り組みの現状把握を試みた。これにより、現在のところ日本企業のSCMはサプライチェー
ンの全体最適化とは程遠い状況にあることが確認された。その上で、このような現状とその背後
に存在する要因を記述するための「SCMにおける合意形成の脆弱性」の概念，「ロット生産方式
におけるT㏄のジレンマ・モデル」等を新たに提示した。また、この状況を打破するための概念
として、「柔らかいSCM」や「㎜アライアンス」，「二重の知識共有」を提示した。
　一方、2003年3月に実施された日立製作所豊川工場の調査を基に、激しい環境の変化に対し
て企業がアジルに対応するための「タッキング・マネジメント」を提唱し、SCM（とりわけ
Global　SCM）における全体最適の達成のためには、失敗を恐れない、また責めない、革新的な行
動が必要であることを示した。タッキング・マネジメントは、障害が多く司会がクリアとは言い
難い現在の企業環境のもとでは、たとえ全体最適との間に多少のズレがあっても常に前進し、方
向を微調整しながらゴール（全体最適）をめざすべきとするコンセプトであり、ヨットのタッキ
ングに端を発している。当該プロジェクトでは、これを基礎にした「タッキングSCM」のモデル
を構築中である。
3．T㏄に基づく基準生産計画自動作成システム（MAPS－TOC）の開発
2002年度に本プロジェクトが設計を行ったファイル構成・処理手順等に沿って、2003年5月よ
り「TOCに基づく基準生産計画自動作成システムーMAPS－TOC」の開発に着手し、2004年2月にこ
れがほぼ完成した。MAPS－TOCは、多くの企業に広く普及しているMRPシステムの「無限負荷山
積み方式」という最大の問題点を解消するために、MRPシステムにSCMの制約理論（TOC）のロ
ジックを組み込み、その基準生産計画（MPS）を自動的に作成する情報システムである。早くも、
いくつかの企業がMAPS－TOCに関心を示し始め、現在TLOとしての契約を検討中である。2003年
度以降は、このシステムをさらに「Global　MAPS－TOC」へと拡張していく計画である。
4．学部間共通総合講座の実施
　当該プロジェクトは、その研究成果を教育に還元することを一つの柱としているため、学部間
共通総合講座「先端的グローバル・ビジネスどIT’マネジメント」を2002年度より開講し、本プ
ロジェクトの中核メンバーが順次授業を担当した。また、2003年5月にはこの総合講座のため
のテキスト「グローバルSCM」を出版した。
5．シンポジウム・研究会・システム開発会議の開催
　2002年度、当該プロジェクトでは、2003年10月20日に4人の特別招聰教授を中心としたシ
ンポジウム「企業群間競争時代の経営戦略とSCM」を開催し、　Global　SCMの経営戦略に関するメ
ンバー間の共通理解を深めた。また、下記のように計25回の研究会と21回のシステム開発会議
をGlobal　e－SCM研究センターにて開催し、　Global　BusinessとSCMの現状に関する情報共有、
ならびに情報システムの開発を進めた。
　＊プロジェクト全体での研究会：2回
　＊Global　Businessサブ・プロジェクトの研究会：5回
　＊Global　Logisticsサブ・プロジェクトの研究会：6回
　＊e－Commerceサブ・プロジェクトの研究会：4回
　＊TOC戦略サブ・プロジェクトの研究会：8回
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　＊システム開発会議：21回
6．中間的研究成果の公表
　当該プロジェクトは、最新の研究成果を迅速に公表していくことを活動の基本としているため、
下記のように、出版，論文執筆，学会発表等を積極的に行なった。
　＊　「明大商学論叢（Vol．86）当該プロジェクト特別号」の発行（メンバーによる12本の論文
を掲載）
　＊　「当該プロジェクト2003年度研究成果報告集」の発行
　＊山下・諸上・村田編著「グローバルSCM」有斐閣
　＊諸上・大石「ケースブック国際経営」有斐閣（吉原・諸上・板垣編著）
　＊小笠原泰「日本的改革の探求一グローバル化への処方箋」日本経済新聞社
　＊小笠原泰「CNCネットワーク革命」東洋経済新報社（共著）
　＊金子・山下編著「経営システムのためのネットワーク論」理想書林
　＊山下「循環型SCMと新世紀の経営倫理」日本経営倫理学会懸賞論文優秀論文集
　＊山下「組織変革に関するバタフライのカタストロフィー・モデノレ」経営行動研究年報，No．12
　＊山下「SCMとKCMにおける制約条件フレームワーク」明大商学論叢，　Vo　1．86，　No．3
　＊崔「日本の製造業におけるSCMの現状と課題」日本貿易会年報，　No。43
　＊第30回日本経営システム学会全国大会（2003年5月）にてメンバーによる15本の発表
　＊　　International　　Management　　Systems　　Conference　，　　San　　Diego　　State　　Univ．　　USA
（Aug．2003）にてメンバーによる5本の発表
　＊第31回日本経営システム学会全国大会（2003年11月）にてメンバーによる発表13本
くその他、当該プロジェクトメンバーによる出版，論文執筆，学会発表多数〉
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